
Ⅰ
．
改
正
の
趣
旨

近
年
の
農
業
及
び
農
村
を
め
ぐ
る

情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

土
地
改
良
区
の
業
務
運
営
の
適
正
化

を
図
る
た
め
、
土
地
改
良
区
の
組
合

員
資
格
の
拡
大
、
総
代
会
の
設
置
及

び
土
地
改
良
区
連
合
の
設
立
に
係
る

要
件
の
緩
和
等
の
措
置
を
講
じ
る
た

め
、
次
の
と
お
り
土
地
改
良
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

Ⅱ
．
法
律
案
の
概
要

１
．
土
地
改
良
区
の
組
合
員
資
格
に

関
す
る
措
置

○
所
有
者
か
ら
耕
作
者
へ
の
資
格
交

替
に
係
る
農
業
委
員
会
の
承
認
制

の
廃
止
（
届
出
制
の
導
入
）

○
農
地
中
間
管
理
機
構
が
農
地
の
貸

借
を
行
う
場
合
の
資
格
得
喪
通
知

の
手
続
簡
素
化

○
貸
借
地
の
所
有
者
又
は
耕
作
者
で

事
業
参
加
資
格
が
な
い
も
の
に
准

組
合
員
（
※
１
）
の
資
格
を
付
与

※
１

議
決
権
・
選
挙
権
を
有
し
な

い
が
、
総
会
に
出
席
し
て
意
見
を

述
べ
る
こ
と
が
可
能
。
ま
た
、
組

合
員
と
の
間
で
賦
課
金
・
夫
役
の

一
部
を
分
割
し
て
負
担
す
る
こ
と

が
可
能
。

○
理
事
の
５
分
の
３
以
上
は
原
則
と

し
て
耕
作
者
た
る
組
合
員

○
利
水
調
整
規
程
を
策
定
し
、
利
水

調
整
を
ル
ー
ル
化

○
地
域
住
民
を
構
成
員
と
す
る
団
体

に
施
設
管
理
准
組
合
員
（
※
２
）

の
資
格
を
付
与

※
２

議
決
権
・
選
挙
権
を
有
し
な

い
が
、
総
会
に
出
席
し
て
意
見
を

述
べ
る
こ
と
が
可
能
。
ま
た
、
土

地
改
良
施
設
の
管
理
へ
の
協
力
を

求
め
る
こ
と
が
可
能
。

２
．
土
地
改
良
区
の
体
制
の
改
善
に

関
す
る
措
置

○
総
代
会
制
度
の
見
直
し

・
総
代
会
の
設
置
要
件
を
組
合
員

200
人
超
か
ら
100
人
超
に
引
き
下
げ

・
総
代
選
挙
に
つ
い
て
選
挙
管
理

委
員
会
に
よ
る
管
理
を
廃
止

・
総
代
の
書
面
・
代
理
人
に
よ
る

議
決
権
行
使
を
導
入

○
土
地
改
良
区
連
合
の
事
業
範
囲

を
運
営
事
務
・
附
帯
事
業
に
拡
大

○
決
算
関
係
書
類
と
し
て
、
収
支
決

算
書
に
加
え
、
原
則
と
し
て
貸
借

対
照
表
を
作
成
し
、
決
算
関
係
書

類
の
作
成
・
公
表
に
係
る
手
続
規

定
を
整
備

○
監
事
の
う
ち
１
人
以
上
は
原
則

と
し
て
員
外
監
事

な
お
、
右
記
に
関
す
る
施
行
期
日

は
、
平
成
31
年
4
月
1
日
と
し
、
貸

借
対
照
表
に
係
る
規
定
は
、
平
成
34

事
業
年
度
か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

大
学
で
は
冷
暖
房
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
に
関
す
る
研
究
を
し
、
農
業
土

木
に
関
す
る
経
験
と
い
え
ば
実
家
の

田
植
え
を
手
伝
う
こ
と
く
ら
い
で
し

た
。
ま
た
研
究
の
関
係
で
宇
奈
月
温

泉
に
訪
れ
る
機
会
は
多
か
っ
た
も
の

の
、
射
水
市
出
身
と
い
う
こ
と
で
、

新
川
地
区
の
土
地
勘
が
全
く
な
い
状

態
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
今
は
班

の
先
輩
方
と
多
く
の
現
場
に
同
行
し

な
が
ら
、
日
々
業
務
内
容
を
勉
強
し

て
い
ま
す
。
一
歩
ず
つ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
出
来
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（１） 新川水土里たより 第18号 平成30年6月26日（火） 新川水土里たより 第18号 平成30年6月26日（火） （４）

新川農林振興センター農業農村整備広報・広聴連絡会 〒937-0863 魚津市新宿10-7 0765(22)9137【指導課】
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山
の
緑
が
色
濃
く
な
り
、
平
野
に

広
が
る
水
田
で
は
、
稲
が
日
増
し
に

大
き
く
育
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
２
９
年
産
の
う
る
ち
米
で
は
管

内
の
１
等
比
率
が
９
３
％
と
な
り
ま

し
た
が
、
生
産
者
や
農
業
関
係
者
の

皆
様
に
は
、
本
年
も
高
品
質
で
美
味

し
い
富
山
米
が
よ
り
多
く
生
産
さ
れ

る
よ
う
、
適
切
な
栽
培
管
理
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
平
成
３
０
年
産
か
ら
国
に

よ
る
米
の
生
産
数
量
目
標
の
配
分
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
県
で
は
、
一
昨

年
に
農
業
者
や
関
係
団
体
等
と
も
協

議
の
う
え
、
「
今
後
も
需
要
に
応
じ

た
米
の
生
産
を
継
続
し
、
水
田
の
フ

ル
活
用
を
図
っ
て
い
く
」
こ
と
と
決

定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
米
消
費
量
の
減
少
が
今
後
も
続

く
と
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
各
県
で

は
米
の
新
品
種
が
次
々
と
デ
ビ
ュ
ー

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
の
農
業

経
営
に
不
安
を
抱
か
れ
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
県
で
は
、
次
代

に
向
け
て
、
ま
た
、
生
産
者
や
農
村

地
域
の
所
得
拡
大
に
向
け
て
、
幅
広

い
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
、
「
生
産
コ
ス
ト
削
減
」

に
向
け
、
ほ
場
の
大
区
画
化
と
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
を
一
層
進
め
る
こ

と
、
農
業
機
械
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
や
水

管
理
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど
ス
マ
ー
ト
農

業
の
普
及
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
。

産
地
間
競
争
に
打
ち
勝
つ
「
売
れ
る

米
の
生
産
」
に
向
け
、
県
内
約
５
３

０
ｈ
ａ
で
作
付
さ
れ
る
「
富
富
富
」

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
と
と
も
に
、

良
食
味
か
つ
高
品
質
な
コ
シ
ヒ
カ
リ

等
の
生
産
に
取
り
組
む
こ
と
。
「
水

田
の
フ
ル
活
用
に
よ
る
所
得
拡
大
」

に
向
け
、
用
排
水
の
再
整
備
に
よ
る

ほ
場
の
汎
用
化
、
そ
こ
へ
の
野
菜
等

高
収
益
作
物
の
導
入
を
推
進
す
る
こ

と
な
ど
、
地
域
や
農
業
者
の
皆
さ
ん

の
実
情
に
応
じ
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
将
来

に
向
け
て
は
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
取
得

や
農
産
物
の
輸
出
な
ど
「
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
に
も
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
川
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、

管
内
の
農
業
・
農
村
が
次
代
に
向
け

て
発
展
す
る
よ
う
、
「
生
産
基
盤
の

整
備
」
や
「
生
産
技
術
の
普
及
指
導
」

な
ど
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
つ
い

て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
ご
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
生
産
者
、
関

係
団
体
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
、

ご
理
解
と
ご
協
力
、
さ
ら
に
は
次
代

に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

◇
目
次
◇

ペ
ー
ジ

●
所
長
挨
拶
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
(1)

●
各
課
紹
介

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
(2)

●
新
規
地
区
紹
介

・
・
・
・
・
・
・
(2)

●
農
業
水
路
等
長
寿
命
化

防
災
減
災
事
業
に
つ
い
て
・
・
・
・
(3)

●
土
地
改
良
法
の

一
部
が
改
正
に
つ
い
て
・
・
・
(4)

●
新
規
採
用
職
員
紹
介
・
・
・
・
・
・
・
(4)

●
編
集
後
記
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
(4)

次
代
の
農
業
・
農
村
に
向
け
て
～
其
之
弐
～

所
長

飯
田

恒

今
年
度
に
入
り
、
早
く
も
三
か
月
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
上
記
の
新
規

採
用
職
員
が
配
属
さ
れ
、
私
自
身
、
先
輩

に
な
っ
た
の
だ
と
不
意
に
思
わ
さ
れ
ま
す
。

当
班
に
「
新
規
採
用
職
員
」
は
配
属
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
「
新
規
地
区
」
の

計
画
策
定
業
務
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
す
。

新
規
地
区
が
無
事
立
ち
上
が
り
ま
す
よ

う
関
係
機
関
の
皆
様
方
、
今
年
度
も
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
計
画
班

菰
原
】

第１８号

「とやま水土里探訪ブログ
（富山県農村整備課）」
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toyama.nousonsebi

フェイスブック
やってます！

是非ご覧下さい！

木村 卓未 技師
き む ら た く み

農村整備課

水利防災班



■
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

双
子
池
地
区
（
魚
津
市
）

た
め
池
下
流
の
民
家
等
へ
の
災
害

を
未
然
に
防
止
す
る
と
伴
に
、
営
農

の
安
定
化
に
資
す
る
整
備
を
進
め
ま

す
。

■
農
業
用
水
路
長
寿
命
化

防
災
減
災
事
業

十
二
貫
野
地
区
（
黒
部
市
）

施
設
の
機
能
保
全
を
行
い
、
安
定

的
な
農
業
用
水
の
供
給
と
維
持
管
理

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

■
水
利
施
設
等
保
全
高
度
化
事
業

五
箇
庄
北
部
地
区
（
朝
日
町
）

効
率
的
で
安
定
的
な
営
農
や
農
地

利
用
集
積
の
推
進
、
水
管
理
の
省
力

化
の
た
め
、
農
業
用
施
設
及
び
暗
渠

排
水
の
整
備
や
水
口
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を

行
い
ま
す
。

農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
は
、
農

業
水
路
等
の
農
業
用
施
設
が
将
来
に

わ
た
っ
て
機
能
を
安
定
的
に
発
揮
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
適
時
適
切
な
長
寿
命
化
対

策
や
防
災
減
災
対
策
の
実
施
に
よ
り

健
全
な
状
態
を
保
つ
と
と
も
に
、
更

な
る
省
力
化
や
営
農
コ
ス
ト
低
減
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
30
年
度
よ
り
「
農

業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減
災
事

業
（
ス
ト
防
）
」
が
新
た
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
当
事
業
は
、
農
業
用
施

設
の
長
寿
命
化
対
策
や
防
災
減
災
対

策
を
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、
幅
広
く
・

き
め
細
や
か
な
整
備
を
実
施
で
き
る

こ
と
が
特
徴
で
す
。
こ
の
ス
ト
防
を

積
極
的
に
活
用
し
、
農
業
の
発
展
や

安
全
安
心
に
資
す
る
事
業
を
着
実
に

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

○
長
寿
命
化
対
策
の
例

（
ハ
ー
ド
面
）

・
老
朽
化
し
た
農
業
水
利
施
設
の
機

能
保
全
計
画
に
基
づ
く
補
修
や
更
新

整
備
。

・
水
管
理
労
力
軽
減
の
た
め
の
分
水

ゲ
ー
ト
の
自
動
化
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

化
、
水
管
理
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
。

（
ソ
フ
ト
面
）

・
施
設
の
健
全
度
を
確
認
す
る
た
め

の
機
能
診
断
及
び
長
寿
命
化
の
た
め

の
機
能
保
全
計
画
の
策
定
。

・
長
寿
命
化
に
資
す
る
施
設
整
備
の

た
め
の
実
施
計
画
の
策
定
。

○
防
災
減
災
対
策
の
例

（
ハ
ー
ド
面
）

・
災
害
発
生
時
に
機
能
を
喪
失
し
な

い
た
め
の
施
設
の
強
化

。

・
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
整
備
。

・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
転
落
防

止
柵
等
の
整
備
。

（
ソ
フ
ト
面
）

・
大
規
模
地
震
を
想
定
し
た
施
設
の

耐
震
性
調
査
。

・
災
害
に
よ
る
被
害
の
発
生
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
の
監
視
・
管
理
体

制
の
強
化
。

当
課
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
中
山
間
地

域
振
興
、
耕
作
放
棄
地
対
策
、
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
、
都
市
農
村
交
流
、

更
に
は
、
６
次
産
業
化
や
地
産
地
消
、

林
地
開
発
、
保
安
林
の
許
認
可
な
ど

多
種
多
様
な
業
務
を
担
当
し
て
い
ま

す
。今

年
度
の
重
点
的
な
取
り
組
み
は
、

黒
部
市
と
魚
津
市
が
連
携
し
た
「
獣

肉
加
工
処
理
施
設
」
の
整
備
等
、
鳥

獣
被
害
防
止
対
策
や
、
本
庁
の
地
域

振
興
課
と
連
携
し
な
が
ら
「
中
山
間

地
域
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
」
を
展

開
し
、
広
い
意
味
で
の
地
域
興
し
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
課
長
補
佐

神
谷

光
洋
】

当
課
は
、
セ
ン
タ
ー
で
発
注
し
て

い
る
土
木
工
事
や
測
量
設
計
業
務
の

審
査
・
検
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

完
成
検
査
だ
け
で
な
く
、
受
注
者

よ
り
工
事
に
お
け
る
意
見
を
聞
き
取

り
、
施
工
管
理
技
術
の
向
上
や
工
事

中
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
技
術

研
修
や
工
事
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
新
川
地
域
で
は
、
ほ
場
整

備
や
用
排
水
路
の
改
修
工
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
厳
正
か
つ
公
正
な
工

事
検
査
を
通
し
て
、
地
域
営
農
の
向

上
を
図
る
た
め
、
整
備
す
る
農
業
用

施
設
の
品
質
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。【

課
長

江
尻

昭
宏
】

農
業
農
村
の
基
盤
と
な
る
「
水
」

「
土
」
「
里
」
に
関
す
る
各
種
施
策

を
進
め
て
い
ま
す
。

計
画
班
で
は
、
「
水
・
土
を
育
む

こ
と
」
を
主
に
県
営
事
業
の
新
規
採

択
に
向
け
た
計
画
策
定
を
行
っ
て
い

ま
す
。
様
々
な
補
助
事
業
を
活
用
し
、

早
期
の
事
業
着
手
が
図
れ
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

指
導
班
で
は
、
と
く
に
「
里
を
守

る
こ
と
」
を
主
に
団
体
営
事
業
の
支

援
・
指
導
や
土
地
改
良
区
の
機
能
強

化
・
運
営
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
（
里
）
づ
く
り
の
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

新
川
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
農

業
農
村
（
水
土
里
）
の
振
興
た
め
、

皆
様
方
と
共
に
課
員
一
同
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
課
長

桶
谷

祐
二
】

当
課
で
は
、
農
業
の
持
続
的
発
展

を
後
押
し
す
る
た
め
、
農
業
生
産
活

動
の
基
盤
と
な
る
土
地
改
良
施
設
の

整
備
・
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
①
基
幹
水
利
施
設

が
将
来
に
わ
た
っ
て
そ
の
機
能
を
安

定
的
に
発
揮
し
て
い
く
た
め
の
長
寿

命
化
対
策
、
②
農
業
の
競
争
力
強
化

を
図
る
農
地
の
大
区
画
化
や
汎
用
化
、

水
管
理
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
③
農
業
用
水

路
や
た
め
池
な
ど
の
機
能
低
下
に
よ

り
災
害
の
お
そ
れ
が
生
じ
て
い
る
箇

所
に
お
い
て
、
そ
の
機
能
を
回
復
す

る
と
と
も
に
被
害
の
発
生
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
取
組
、
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
は
地
域
の
み
な
さ
ん
の
声

を
お
聴
き
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
と

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
課
長

室

信
博
】

新
た
に
５
地
区
の
県
営
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
地
元

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
農
地
整
備
事
業

西
加
積
・
中
北
地
区
（
滑
川
市
）

昭
和
年
代
に
整
備
さ
れ
た
用
排
水

路
の
再
整
備
及
び
排
水
不
良
が
生
じ

て
い
る
農
地
で
の
暗
渠
排
水
の
整
備

を
行
い
、
営
農
の
効
率
化
や
農
業
経

営
の
安
定
化
、
更
な
る
農
地
利
用
集

積
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

■
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

山
田
新
用
水
地
区
（
黒
部
市
）

山
側
法
面
の
土
砂
崩
壊
等
に
伴
う

甚
大
な
溢
水
被
害
を
未
然
に
防
止
し

ま
す
。

新川水土里たより 第18号 平成30年6月26日（火） （２）

■
管
理
検
査
課

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

（３） 新川水土里たより 第18号 平成30年6月26日（火）

総事業費：２５０百万円

受益面積：35.9ha

事業内容： 用水路工 Ｌ＝７８０ｍ

工期：H３０～Ｈ３３

担当：水利防災班

総事業費：２１０百万円

受益面積：9.3ha

事業内容： ため池改修工1式

工期：H３０～H33

担当：水利防災班

ため池全景 倒木による被害

自動給水栓の設置 システム更新

総事業費：５０百万円

受益面積：２３５．４ha

事業内容：水門工 1式

水管理制御システム更新

工期：H３０～H3１

担当：水利防災班

総事業費：５２５百万円

受益面積：４１．４ha

事業内容：用排水路工L=７,１８０ｍ

暗渠排水工A=7.45ha

工期：H３０～H3５

担当：水利防災班

総事業費：９２０百万円

受益面積：１４５．５ha

事業内容：用排水路工L=１２,３３１ｍ

暗渠排水 Ａ＝5.7ha

工期：H３０～H37

担当：農地整備第一班

老朽化

■
企
画
振
興
課

■
指
導
課

■
農
村
整
備
課

水はけの悪い農地

老朽化


